
◆比例代表(江東）　投票率　55.57％　 (前回  56.01％） ▲印＝減 ◆小選挙区(江東）　投票率　55.59％　 (前回  56.03％） ▲印＝減

得票 得票率％ 得票 得票率％ 得票 得票率％ 得票 得票率％ 得票 得票率％ 得票 得票率％

日本共産党 21,165 9.39 31,012 14.38 ▲ 9,847 ▲ 4.98 吉田 としお 共産 34,943 15.73 31,384 14.64 3,559 1.09

自由民主党 73,688 32.71 71,363 33.08 2,325 ▲ 0.37 あきもと 司 自民 101,155 45.55 85,714 39.99 15,441 5.56

立憲民主党 45,887 20.37 柿沢 未途 希望 70,325 31.67 88,507 41.29 ▲ 18,182 ▲ 9.62

希望の党 40,670 18.05 いの たかし 15,667 7.05 8,759 4.09 6,908 2.97

公明党 25,923 11.51 26,938 12.49 ▲ 1,015 ▲ 0.98 　計 222,090 214,364 7,726

日本維新の会 8,348 3.71

社会民主党 1,684 0.75 3,776 1.75 ▲ 2,092 ▲ 1.00

日本のこころ 1,605 0.71

幸福実現党 598 0.27 639 0.30 ▲ 41 ▲ 0.03

支持政党なし 5,716 2.54

　計 225,284

候補者 党派
前回 前回比増減今回

党派名
今回 前回 前回比増減
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江東区総選挙結果特集

秋
雨
前
線
に
大
型
台
風

が
突
入
し
て
日
本
列
島

を
直
撃
し
、
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
▼
篠
つ
く
雨
の

な
か
の
総
選
挙
の
結
果
は
、
与
党

の
自
公
が
改
憲
発
議
に
必
要
な
３

分
の
２
を
超
え
る
議
席
に
な
り
ま

し
た
。
直
前
に
マ
ス
コ
ミ
が
流
し

た
「
自
民
３
０
０
」
の
「
世
論
調

査
」
を
裏
付
け
る
も
の
で
し
た
▼

今
回
の
選
挙
の
特
徴
は
、
北
朝
鮮

問
題
や
消
費
税
10
％
増
税
、
憲
法

９
条
改
定
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
世
論

を
二
分
す
る
論
戦
が
展
開
さ
れ
る

も
と
で
、
モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
や
モ

ラ
ル
崩
壊
で
国
民
の
怒
り
が
沸
騰

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権
の

安
定
が
優
先
さ
れ
ま
し
た
▼
安
倍

自
公
政
権
に
代
わ
る
受
け
皿
を
示

し
え
な
か
っ
た
要
因
は
、
小
池
新

党
「
希
望
の
党
」
が
、
野
党
統
一

を
分
断
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
す
が
、

急
き
ょ
立
ち
上
げ
た
立
憲
民
主
党

が
野
党
第
１
党
に
な
っ
た
最
大
の

貢
献
は
、
野
党
と
市
民
の
共
闘
を

掲
げ
た
日
本
共
産
党
の
２
４
９
小

選
挙
区
で
野
党
一
本
化
の
決
断
に

あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
日
本
共
産
党

の
比
例
で
の
後
退
は
悔
し
い
の
一

言
で
す
▼
東
京
15
区
で
は
「
み
ん

な
の
党
」
「
維
新
の
党
」
で
当
選

し
て
き
た
柿
沢
未
途
氏
が
今
回
は

「
希
望
の
党
」
で
出
馬
し
た
ば
か

り
に
自
民
の
秋
元
氏
に
逆
転
さ
れ

ま
し
た
。
「
ブ
レ
な
い
」
日
本
共

産
党
の
吉
田
氏
は
、
３
回
目
で
、

小
選
挙
区
制
で
は
最
高
の
得
票
と

い
う
対
照
的
結
果
で
し
た
。
発
足

し
た
ば
か
り
の
江
東
市
民
連
合
が

そ
の
成
果
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と

に
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
挨
拶

東
京
15
区
候
補

吉
田
と
し
お

東
京
15
区
（
江
東
区
）
で
は
、
安
倍
暴
走
政
治
へ
の
怒
り
を
反
映
し

て
前
回
を
上
回
る
３
４
、
９
４
３
票
（
15
・
73
％
）
獲
得
し
、
小
選
挙

区
制
に
な
っ
て
か
ら
史
上
最
高
の
得
票
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
支
持

者
、
後
援
会
員
、
党
員
の
奮
闘
と
江
東
市
民
連
合
の
結
成
も
あ
っ
て
の

成
果
で
す
。

み
な
さ
ん
が
大
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に

頑
張
り
ま
す
。

衆
議
院
選
挙
、
江
東
区
の
結
果
に
つ
い
て

10
月
23
日

江
東
地
区
選
対
本
部
長

鶴
岡
清
作

日
本
共
産
党
東
京
15
区
吉
田
と
し
お
候
補
は
、
み
な
さ
ん
の
大
き

な
ご
支
持
で
３
４
、
９
４
３
票
の
過
去
最
高
得
票
を
得
ま
し
た
が
、

当
選
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
支
持
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
有

権
者
の
み
な
さ
ん
、
「
赤
旗
」
読
者
、
後
援
会
員
の
み
な
さ
ん
に
心

か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

わ
が
党
は
、
全
国
67
の
小
選
挙
区
で
候
補
者
を
お
ろ
し
野
党
＋
市

民
で
選
挙
を
た
た
か
い
ま
し
た
が
、
15
区
の
比
例
代
表
選
挙
で
は
、

２
１
、
１
６
５
票
の
得
票
で
し
た
。

江
東
区
で
は
初
め
て
「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」

と
連
携
し
て
一
緒
に
宣
伝
カ
ー
で
訴
え
る
な
ど
し
て
、
今
後
に
生
き

る
財
産
と
な
り
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
立
憲
民
主
党
が
野
党
第
一
党
に
な
っ
た
な
か
で

議
席
が
後
退
す
る
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
私
た
ち
の
力

不
足
で
す
。
今
後
、
力
を
つ
け
て
捲
土
重
来
を
期
し
た
い
と
決
意
し

て
い
ま
す
。

安
倍
暴
走
政
治
か
ら
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
新
し
い
政
治
を

め
ざ
し
、
掲
げ
た
公
約
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

【注】得票率の計は、四捨五入の関係で100％にならない場合もあります。



講
演
に
先
立
っ
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

（
２
０
１
１
年
収
録
）
で
放
送

さ
れ
た
元
特
高
警
察
官
・
井

形
正
寿
氏
の
「
証
言
」
を
再

構
成
し
た
も
の
を
、
壇
上
で

男
女
２
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
朗
読
。
井
形
氏
が
特

高
警
察
官
と
し
て
治
安
維
持

法
下
、
敗
戦
直
前
の
半
年
間

に
従
事
し
た
思
想
調
査
や
検

閲
な
ど
、
国
民
監
視
の
生
々

し
い
実
態
に
参
加
者
が
聞
き

入
り
ま
し
た
。

次
い
で
講
演
に
立
っ
た
宇

都
宮
氏
は
、
７
月
11
日
に
施

行
さ
れ
た
共
謀
罪
法
が
、
思

想
・
言
論
の
処
罰
法
で
あ
り
、

監
視
社
会
化
の
危
険
性
、
現

代
の
治
安
維
持
法
で
あ
る
こ

と
を
具
体
的
に
告
発
。
同
時

に
、
戦
前
の
治
安
維
持
法
の

時
代
と
現
在
と
の
違
い
は
、

日
本
国
憲
法
が
基
本
的
人
権

を
保
障
し
て
い
る
こ
と
、
弁

護
士
自
治
や
国
際
的
人
権
保

障
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い

る
こ
と
等
を
挙
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
共
謀
罪
法
廃
止

に
向
け
て
、
ま
ず
萎
縮
し
な

い
こ
と
。
そ
し
て
政
権
交
代

実
現
を
め
ざ
し
「
正
当
に
選

挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代

表
者
を
通
じ
て
行
動
」（
日
本

国
憲
法
前
文
）
す
る
た
め
に

は
、
選
挙
闘
争
を
重
視
し
、

市
民
運
動
は
選
挙
闘
争
に
も
っ

と
精
通
・
習
熟
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
、
自
ら
の
都
知

事
選
２
回
立
候
補
の
経
験
や
、

弁
護
団
長
と
し
て
現
在
携
わ
っ

て
い
る
「
選
挙
供
託
金
違
憲

訴
訟
」
を
紹
介
し
な
が
ら
強

調
し
ま
し
た
。

発
足
ま
で
の
経
過
で
は
、

昨
年
４
月
６
日
に
江
東
文
化

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を
満
杯
に

し
て
開
催
さ
れ
た
安
保
法
制

廃
止
・
安
倍
政
権
打
倒
を
か

か
げ
た
市
民
大
集
会
以
来
、

野
党
候
補
の
一
本
化
の
努
力

が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が

詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
代
表
に
就
任
し
た
３

氏
は
「
男
だ
っ
て
女
だ
っ
て

ダ
メ
な
モ
ノ
は
だ
め
。
都
民

は
悪
政
に
も
っ
と
怒
る
べ
き
」

（
古
今
亭
菊
千
代
）、「
安
倍
政

権
の
憲
法
無
視
、
国
政
私
物

化
は
目
に
余
る
。
希
望
の
党

に
も
希
望
を
託
せ
な
い
」（
右

崎
正
博
）
、「
今
回
の
選
挙
は

安
倍
政
権
を
審
判
し
倒
す
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
よ
う
」（
宇
都

宮
健
児
）
と
、
強
調
し
ま
し

た
。

質
疑
、
討
論
で
は
、
今
後

の
方
針
に
関
し
て
「
韓
国
で

は
若
い
人
た
ち
の
参
加
が
政

治
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。

日
本
で
は
主
権
者
と
し
て
の

教
育
が
欠
け
て
い
て
、
無
関

心
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
教
育

が
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
」「
若

者
へ
の
働
き
か
け
、
参
加
で

き
る
雰
囲
気
作
り
が
大
切
だ
」

と
い
う
意
見
が
続
き
ま
し
た
。

佐
藤
巌
会
長
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、
あ
ぜ
上
都
議
が
報

告
。
小
池
都
知
事
が
「
築
地

は
守
る
、
豊
洲
は
活
か
す
」

を
会
見
で
言
い
、
情
報
公
開

も
「
都
政
の
見
え
る
化
の
１

丁
目
１
番
地
」
と
主
張
し
て

い
た
が
、
さ

ら
に
選
挙
が

終
わ
り
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
が
第
一
党
に
な
っ

た
途
端
に
都
議
会
が
変
わ
っ

た
と
述
べ
、
都
議
団
報
告

（
第
２
回
臨
時
会
報
告
）
を
も

と
に
都
議
選
以
降
の
築
地
市

場
を
め
ぐ
る
小
池
都
知
事
の

対
応
の
変
化
を
報
告
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
都
議
団
の
調
査

で
、
築
地
跡
地
に
高
級
ホ
テ

ル
な
ど
の
施
設
建
設
を
民
間

主
導
で
検
討
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も

報
告
し
ま
し
た
。

1908(明治41)年12月12日、両国橋際

の西洋料理店「第一やまと」でギリシャ

神話の半獣神パンにちなんだ「パンの

会」が開かれました。木下杢太郎と北
も く た ろ う

原白秋が洋画家石井柏亭を誘い、若い
はくてい

文学者や芸術家を集めたのです。隅田

川に残る江戸情緒が、パリのセーヌ川

畔のカフェ文芸運動への憧憬と重なり、

彼らは芸術論に若い気炎をあげました。

翌年４月10日の会は、ポンポン蒸気

船の発着所を兼ねた永代橋東詰めの永

代亭でひらかれ、入り口の提灯にはパ

ンの怪奇な姿が描かれていました。こ

こには、杢太郎や白秋らが影響受けた

フランス象徴詩の翻訳「海潮音」の上

田敏も参加しました。

７月には、ヨーロッパで彫刻の勉強

をしていた高村光太郎が帰国し、パン

の会に参加します。彼は、ほんとうの

青春に目ざめたのはこの会の仲間になっ

てから、と語ります。

10月から機関紙「屋上庭園」をだし

ました。「空に真赤な雲の色／玻璃に
は り

真赤な酒の色／なんでこの身が悲しか

ろ／空に真赤な雲のいろ」この会でき

まって合唱された白秋の詩です。

杢太郎は後に「永代橋工事」の詩を

書いています。

「過ぎし日の永代の木橋は／まだ少

年であったわたくしに／ああどれほど

の感激を与へたらう／人生は悲しい／

またなつかしい、面白いと／親兄弟に

は隠した／酒あとのすずろ心で／伝奇

的な江戸の幻想に足許危く／眺めもし、

佇みもした。／・・・」
たたず

島崎藤村も隅田川畔の深川を愛した

詩人でした。「落梅集」の「薮入」と
やぶいり

いう詩で、歌っています。

「朝浅草を立ちいでて／かの深川を

望むかな／片影冷しわれは今／こいし

き家に帰るなり。・・・潮わきかえる

品川の／沖のかなたに行く水や／思い

は同じ かわしもの／わがなつかしの深

川の宿」
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概説

(73)永代亭（野田宇太郎による）

９
月
26
日
に
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
共
謀
罪
Ｎ
Ｏ
！

江
東
実
行
委
員
会
」
主
催
に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、

同
会
共
同
代
表
の
宇
都
宮
健
児
氏
（
元
日
弁
連
会
長
）

が
「
共
謀
罪
法
の
廃
止
を
」
と
題
し
て
講
演
し
、
85
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

衆
議
院
解
散
を
受
け
、
江
東
区
の
東
京
15
区
で
も
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
政
権
を
倒
そ
う
と
「
市
民
と
政
治

を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
（
略
称
・
江
東
市
民
連
合
）

が
10
月
１
日
、
発
足
し
ま
し
た
。

東
陽
区
民
館
で
の
発
足
集
会
に
は
１
５
０
人
が
参
加
し
、

「
安
保
法
制
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
」
な
ど
の
目
的
と
、

市
民
と
諸
団
体
の
有
志
、
個
人
で
構
成
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
古
今
亭
菊
千
代
、
右
崎
正
博
、
宇
都
宮
健
児
の
３
氏

の
共
同
代
表
と
30
人
以
上
の
世
話
人
を
確
認
し
ま
し
た
。

９月30日、江東区教育センターで恒例の

「第25回江東うたごえ交流会」が開かれ、

コーラス、相撲甚句、コカリナ演奏、政治

を風刺したオッペケペ節など15グループが

出演。ゆめグループ福祉会の熱演にひとき

わ大きな拍手。150人が参加しました。

10
月
７
日
、
江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
が
南
砂

区
民
館
で
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
を
迎
え
「
築
地
問
題

学
習
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
13
時
〜

◆
第
９
回
江
東
な
ん
で
も
相
談
会

（
亀
戸
駅
前
公
園
・
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
６
日
（
月
）
19
時
〜

◆
江
東
社
保
学
校

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○
11
月
９
日
（
木
）
10
時
30
分
〜
／
14
時
〜

◆
映
画
「
母
」
上
映
会

（
テ
イ
ア
ラ
こ
う
と
う
・
小
ホ
ー
ル
）

＊
当
日
１
５
０
０
円
（
チ
ラ
シ
持
参
１
２
０
０
円
）

○
11
月
26
日
（
日
）
亀
戸
駅
北
口
８
時
集
合

◆
「
五
日
市
憲
法
草
案
の
源
流
を
訪
ね
て
」

平
和
・
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
主
催
・
砂
町
の
会
）

○
11
月
27
日
（
月
）
18
時
30
分
〜

◆
江
東
区
労
連
第
35
回
秋
の
学
習
の
つ
ど
い

（
会
場
未
定
）
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